
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：小山市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：小山市 

 

 

 ３ 調査圏域：小山市全域 

 

 

 ４ 調査期間：平成３０年度～平成３１年度（令和元年度） 

 

 

 ５ 調査概要： 

小山市では、「小山栃木都市圏総合都市交通体系調査（平成 11 年度～13 年度）」

の結果を受けて、平成 14～15 年度の２ヵ年で「小山市総合都市交通計画」を策定し、

それに基づき市内の交通課題に取り組んでいる。この間、北関東自動車道の開通によ

って国道 50 号の利用形態が変化し、また圏央道の開通によって新 4 号国道沿線の立

地利便性が一段と向上した。さらに、人と企業を呼び込む施策の推進のため拠点の新

設と再構築を行なっているなど、交通と土地利用の変化により交通配分が変わって

きている。 

 こうした中、土地利用計画と都市交通計画の連携による効率的かつ重点的な都市

整備を推進するため、「小山市総合都市交通計画の見直し」として、国道 50 号を補

完する市内の幹線道路網や新 4 号国道へのアクセスの向上を図る道路交通ネットワ

ークの見直し、人口減少・少子高齢化に対応した公共交通サービスの充実（新交通シ

ステム導入検討を含む）、中心市街地活性化の支援などの都市交通課題への対応が必

要であり、「小山市総合都市交通計画策定委員会」を設置し、平成 30 年度に実態調

査としてパーソントリップ調査を実施した。 

 その実態調査の結果をふまえ、平成 31 年度（令和元年度）に総合的な都市交通体

系の基本方針を立案し、道路網基本計画、公共交通基本計画、徒歩・自転車交通基本

計画を策定し、併せて立地適正化計画の策定を行った。 

 

           

           

         



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：小山市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

小山市総合都市交通計画 

 

第１章 計画の概要 

・計画の対象と位置づけ、目標年次 

第２章 本市の交通の現状 

・本市の交通の概況 

・本市の交通特性 

第３章 本市の上位・関連計画 

第４章 計画の基本的な考え方 

・本市の将来交通需要の見通し 

・本市の交通実態と将来見通し 

・本市の交通課題 

・計画理念と目標 

・本市の目指す交通体系 

・各交通体系の基本計画 

第５章 施策展開 

第６章 進捗管理 

   

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

  小山市総合都市交通計画策定委員会 

  （委員長：宇都宮大学教授 大森 宣暁） 

 

 

 ４ 委員会名簿： 

 所     属 氏  名 

１ 委員長 宇都宮大学 教授 大森 宣暁 

２ 副委員長 東京大学 准教授 高見 淳史 

３ 委 員 市議会議員 建設水道常任委員長 大木 英憲 

４ 委 員 
東日本旅客鉄道株式会社 
大宮支社 総務部 企画室長 

金森 勇樹 

５ 委 員 小山市バス運行事業者連絡会 会長 大山 光 

６ 委 員 小山地区タクシー協会 会長 岩崎 清孝 

７ 委 員 
国土交通省 関東地方整備局 
宇都宮国道事務所長 

小幡 宏 

８ 委 員 栃木県 県土整備部 交通政策課長 谷 英夫 

９ 委 員 栃木県 県土整備部 都市計画課長 分田 久貴 

１０ 委 員 栃木県 県土整備部 栃木土木事務所長 柴 誠 

１１ 委 員 栃木県 小山警察署 交通総務課長 岡野 宏昭 

１２ 委 員 小山商工会議所 会頭 大森 武男 

１３ 委 員 小山市自治会連合会 会長 柿崎 全良 

１４ 委 員 小山市老人クラブ連合会 女性部幹事 渡辺 美代子 

 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 国土交通省 関東地方整備局 

建政部 都市整備課長 

熊木 雄一 

小山市 副市長 加藤 賢一 

小山市 建設水道部長 古川 幸一 

小山市 都市整備部長 淺見 知秀 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

小山市において、「小山市栃木都市圏総合都市交通体系調査（平成 11～13 年度）」

の結果を受けて、平成 16 年度に「小山市総合都市交通計画」を策定し、それに基づ

き市内の交通課題に取り組んでいるが、この間、北関東自動車開通による国道 50 号

の利用形態や圏央道開通による新 4 号国道沿線の立地利便性、さらに拠点の新設・

再構築など、交通と土地利用の変化より交通配分が変化してきている。 

こうした中、土地利用計画と都市交通計画の連携による効率的かつ重点的な都市

整備を推進するためには、「小山市総合都市交通計画の見直し」として総合都市交

通体系調査を実施する必要がある。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章．計画の概要 

第２章．本市の交通の現状 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章．本市の上位・関連計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章．計画の基本的な考え方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章．施策展開 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.12 

第６章．進捗管理 


